
『
山
上
宗
二
記
』
に
お
け
る
茶
道
理
念

笠
　
井

哲

は
じ
め
に

　
山
上
宗
二
（
一
五
四
四
－
九
〇
）
は
、
堺
の
町
人
で
、
山
上
町
に
住
ん

で
い
た
の
で
、
山
上
を
姓
と
し
た
。
屋
号
を
薩
摩
屋
、
ま
た
瓢
庵
と
号
し

た
人
物
で
あ
る
。
早
く
か
ら
千
利
休
（
一
五
二
二
－
九
一
）
に
茶
の
湯
を

学
び
、
二
十
五
歳
の
頃
に
は
津
田
宗
及
一
人
を
招
い
て
茶
事
を
催
し
て
い

る
。
若
く
し
て
、
宗
及
を
独
客
と
し
て
茶
事
を
開
く
力
量
を
持
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
評
価
さ
れ
、
は
じ
め
利
休
の
推
挙
で
秀
吉
に
仕
え

た
後
、
前
田
利
家
、
ま
た
小
田
原
の
北
条
氏
に
食
客
と
し
て
寄
住
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
の
宗
二
も
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
、
秀
吉
の
命

に
よ
っ
て
小
田
原
の
陣
中
、
斬
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
『
長
闇
堂
記
』
に
よ

れ
ば
、
顔
が
醜
く
、
毒
舌
家
で
、
秀
吉
に
直
言
し
て
は
ば
か
ら
な
か
っ
た

た
め
、
耳
を
そ
が
れ
、
鼻
を
そ
が
れ
て
命
を
落
と
し
た
と
い
う
い
。
宗
二

は
、
茶
の
湯
に
対
す
る
の
と
同
様
に
、
諸
事
に
あ
る
べ
き
姿
を
鋭
く
追
い

求
め
た
人
物
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
結
末
を
迎
え
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
宗
二
は
、
利
休
に
親
し
く
仕
え
て
い
た
間
に
見
聞
き
し
た
こ
と
に
自
分

の
経
験
を
書
き
加
え
て
、
一
冊
の
秘
伝
書
を
書
き
残
し
た
。
そ
れ
が
、
『
山

上
宗
二
記
』
で
あ
る
。
こ
の
書
の
多
く
の
部
分
は
、
茶
器
の
鑑
賞
に
関
す

る
内
容
で
あ
る
が
、
茶
の
湯
の
心
得
を
述
べ
た
部
分
も
あ
る
。
そ
の
一
つ

は
、
「
茶
湯
者
覚
悟
十
体
」
で
あ
る
。
そ
の
一
条
に
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

　
茶
の
湯
の
修
行
は
十
五
歳
か
ら
三
十
歳
頃
ま
で
は
万
事
師
に
任
せ
て
行

い
、
三
十
歳
か
ら
四
十
一
歳
ま
で
は
、
自
分
の
分
別
を
出
す
。
し
か
し
、

そ
の
場
合
は
、
十
の
う
ち
五
だ
け
に
せ
よ
。
四
十
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の

十
年
間
は
、
師
と
全
て
逆
に
す
る
。
こ
の
間
に
、
自
分
の
考
え
を
茶
の
湯

の
上
に
出
し
て
名
声
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。
五
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
は
、

名
人
の
行
う
こ
と
を
手
本
と
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
。
こ
の
名
人
と
は
、
利

休
の
こ
と
で
あ
り
、
安
易
に
ま
ね
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
に
。
こ
れ
ら

は
、
利
休
に
近
侍
し
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
、
最
も
標
準
的
な
修
行
の
目

安
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
『
山
上
宗
二
記
』
に
お
け
る
茶
遣
理
念
を
考
察

す
る
こ
と
で
あ
る
。

、
1
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儒
教
と
禅
の
影
響

　
さ
て
、
『
山
上
宗
二
記
』
に
説
か
れ
た
茶
道
理
念
は
、
如
何
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
茶
の
起
源
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
能
阿
弥
一
＝
二

九
七
－
一
四
二
一
）
が
、
茶
の
湯
の
開
山
、
村
田
珠
光
一
一
四
二
二
－
一

五
〇
二
）
の
茶
道
を
足
利
義
政
に
紹
介
し
て
、

　
　
此
道
二
志
深
ク
、
三
十
歳
已
来
茶
湯
二
身
拠
、
又
ハ
孔
子
ノ
道
ヲ
モ

　
　
学
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
候
に
、

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
能
阿
弥
が
、
密
伝
・
口
伝
、
及
び
二
十
一
箇
条
の
伝

授
を
受
け
た
と
い
う
珠
光
の
茶
道
の
内
容
に
、
儒
教
的
な
要
素
の
存
し
た

こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
珠
光
は
、
奈
良
の
御
門
の
村
田
杢
市
検
校
の
子

と
し
て
生
ま
れ
、
小
さ
い
時
に
北
市
の
小
名
寺
に
入
り
、
仏
事
に
従
っ
た

が
、
出
家
を
嫌
い
、
師
の
坊
の
勘
当
を
受
け
て
寺
を
追
わ
れ
、
漂
泊
の
身

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
三
十
歳
の
頃
、
京
都
の
大
徳
寺
の
真
珠
庵
に
住
み
、

一
休
和
尚
一
二
二
九
四
－
一
四
八
一
）
に
つ
い
て
、
禅
を
学
ん
だ
と
伝
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
称
名
寺
が
、
法
相
宗
の
大
寺
院
興
福
寺
の
塔
頭
慈
尊

院
の
別
院
で
あ
り
、
そ
れ
が
六
宗
兼
学
の
奈
良
旧
仏
教
の
寺
で
あ
っ
た
か

ら
、
そ
こ
の
退
嬰
的
な
雰
囲
気
に
飽
き
足
ら
ず
、
鎌
倉
以
来
の
新
興
宗
派

の
禅
院
で
あ
る
大
徳
寺
に
転
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
、
そ
れ
ほ
ど

進
歩
的
な
僧
侶
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
徳
寺
で
禅
を
修
め
る
傍
ら
、
そ
の
頃

の
京
都
五
山
で
流
行
し
て
い
た
儒
学
、
つ
ま
り
朱
子
学
を
研
究
し
た
。
こ

れ
は
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
儒
教
的
理
念
が

彼
の
茶
道
に
色
濃
く
反
映
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
珠
光
の
こ
の
儒
教
的
理
念
は
、
『
山
上
宗
二
記
』
の
巻
末
に
近
い
「
茶

湯
者
覚
悟
十
体
」
の
中
に
も
、
明
ら
か
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

　
　
一
、
上
ヲ
亀
相
、
下
ヲ
律
義
二
信
可
在
ω
、

と
い
う
。
上
の
者
に
対
し
て
は
粗
相
に
、
下
の
者
に
対
し
て
は
か
え
っ
て

律
義
に
振
る
舞
う
こ
と
を
信
念
と
せ
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
道
に
長
じ

た
人
を
招
い
た
と
き
は
、
粗
相
な
も
て
な
し
を
し
て
も
、
客
の
和
得
が
上

手
に
対
応
し
て
く
れ
る
か
ら
、
茶
会
は
う
ま
く
運
ぶ
が
、
道
に
達
し
な
い

人
の
場
合
は
親
切
に
導
い
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
「
律
義
」
と
は
、
礼
儀
正
し
く
、
正
直
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
、　
　
一
、
我
ヨ
リ
上
ナ
ル
人
ト
知
音
ス
ル
ナ
リ
、
人
ヲ
見
知
テ
ト
モ
ナ
フ

　
　
　
　
ヘ
シ
㈲
、

と
い
う
の
も
儒
教
的
で
あ
る
。
我
よ
り
上
な
る
人
と
い
う
の
は
、
勿
論
身

分
上
の
こ
と
で
は
な
く
、
道
を
知
る
程
度
に
お
い
て
で
あ
る
。
人
を
見
知
っ

て
伴
う
と
は
、
相
手
を
見
極
め
た
上
で
交
わ
る
の
意
で
あ
る
。
伴
う
と
は
、

茶
会
に
相
客
と
し
て
連
れ
て
行
く
と
い
う
意
味
に
も
取
れ
る
。

　
そ
れ
か
ら
「
又
十
体
」
の
次
に
、

　
　
子
日
、
吾
十
在
五
而
志
学
云
々
・
・
帖

と
あ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
論
語
』
の
「
学
而
編
」
の
一
旬
で
あ

る
。
こ
の
部
分
は
、
「
珠
光
一
紙
目
録
」
に
紹
鴎
が
追
加
し
た
も
の
ら
し

い
か
ら
、
珠
光
の
茶
道
に
お
け
る
儒
教
的
理
念
を
そ
の
孫
弟
子
の
武
野
紹

鴎
一
一
五
〇
二
－
五
五
一
が
受
け
継
い
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
師

二
問
置
密
伝
ヲ
拙
子
注
之
条
々
」
に
も
、

　
　
一
、
御
茶
湯
者
朝
夕
唱
語
　
一
志
　
二
堪
忍
　
三
器
け
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と
あ
る
が
、
こ
れ
も
儒
教
の
徳
目
め
い
た
説
明
の
仕
方
で
あ
る
。

　
次
に
、
『
山
上
宗
二
記
』
の
巻
頭
に
、

　
　
又
禅
宗
墨
跡
ヲ
茶
湯
二
用
ル
事
在
リ
、
是
ハ
珠
光
力
休
和
尚
ヨ
リ
園

　
　
悟
ノ
墨
跡
ヲ
得
テ
是
ヲ
一
種
二
楽
ム
、
然
ハ
仏
法
モ
茶
湯
ノ
中
ニ
ア

　
　
ル
ト
委
細
二
次
第
ヲ
言
上
ス
伸
、

と
あ
る
の
は
、
能
阿
弥
が
足
利
義
政
に
珠
光
の
こ
と
を
推
薦
し
た
際
の
言

葉
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
珠
光
の
茶
道
に
は
儒
教
的
理
念
の
外
に
禅

宗
的
な
要
素
も
多
分
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
珠
光
が
犬

徳
寺
の
一
休
和
尚
に
参
禅
し
、
印
可
の
証
と
し
て
、
宋
の
天
寧
寺
の
園
悟

禅
師
の
法
語
の
掛
幅
を
授
か
り
、
こ
の
一
幅
を
床
に
掛
け
て
茶
の
湯
を
楽

し
ん
だ
こ
と
を
例
に
と
り
、
仏
法
も
茶
の
湯
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を

義
政
に
言
上
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
義
政
も
能
阿
弥
の
言
葉
に
納
得
し
、
珠
光
を
召
し
出
だ
し
て

茶
の
湯
の
師
匠
と
定
め
、
茶
の
湯
を
一
生
の
楽
し
み
と
し
た
。
こ
こ
に
、

能
阿
弥
の
東
山
流
の
茶
の
湯
と
は
異
な
る
、
珠
光
流
茶
道
の
特
徴
が
窺
わ

れ
る
。
義
政
に
説
明
し
て
い
る
通
り
に
、
能
阿
弥
が
口
伝
を
受
け
た
と
い

う
珠
光
流
の
茶
道
に
は
、
禅
が
取
り
込
ま
れ
て
い
た
。
茶
の
湯
は
、
も
と

も
と
禅
院
の
茶
礼
が
闘
茶
と
い
っ
た
形
式
を
取
っ
て
世
俗
化
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
世
俗
化
が
博
変
や
酒
盛
り
や
湯
浴
な
ど
と
関
連
を
持
ち
、

次
第
に
低
い
と
こ
ろ
へ
落
ち
て
行
っ
た
の
を
、
闘
茶
の
会
所
を
書
院
造
り

の
広
問
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
低
俗
な
遊
芸
た
る
茶
の
湯
を
美
化
し
、

礼
式
化
し
高
級
化
し
た
。
そ
れ
が
能
阿
弥
の
作
意
で
あ
り
、
手
柄
で
あ
っ

た
。
珠
光
は
さ
ら
に
、
．
禅
の
本
義
に
立
ち
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
草
庵
の

わ
び
た
る
茶
境
を
打
ち
開
い
た
。
仏
法
も
茶
の
湯
の
中
に
あ
る
と
い
っ
た

の
は
、
仏
の
教
え
を
日
常
茶
飯
の
生
活
の
う
ち
に
、
再
認
識
す
る
と
同
時

に
、
日
常
茶
飯
の
遊
芸
で
あ
る
茶
の
湯
の
内
に
も
仏
の
道
の
存
す
る
こ
と

を
自
覚
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
、
茶
禅
一
昧
と
い
う
の
も
、
珠
光
が
発
見
し
た
境
地
で
あ

り
、
そ
の
境
地
に
お
い
て
茶
事
を
如
何
に
な
す
べ
き
か
を
考
案
し
た
と
こ

ろ
か
ら
、
珠
光
流
茶
道
の
作
意
が
創
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の

仏
法
も
茶
の
湯
の
中
に
あ
る
と
い
っ
た
茶
遣
理
念
は
、
珠
光
流
茶
遣
の
秘

伝
書
で
あ
る
『
山
上
宗
二
記
』
の
随
所
に
散
見
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
珠
光
一
紙
目
録
」
に
も
、

　
　
惣
テ
茶
湯
風
体
ハ
禅
也
値
、

と
あ
り
、
「
又
十
体
」
の
中
に
も
、

　
　
一
、
茶
湯
ハ
禅
宗
ヨ
リ
出
タ
ル
ニ
依
テ
、
僧
ノ
行
ヲ
専
ニ
ス
ル
也
、

　
　
　
　
珠
光
・
紹
鴎
、
皆
禅
宗
也
㈹
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
茶
の
湯
の
遣
は
、
禅
宗
か
ら
出
て
い
る
か
ら
、
禅
院

の
僧
侶
が
仏
に
仕
え
る
行
事
を
専
一
に
励
む
心
境
に
な
ら
え
と
教
え
る
。

そ
れ
を
実
行
し
た
茶
人
の
実
例
と
し
て
、
珠
光
と
紹
鴎
と
を
挙
げ
る
。
そ

こ
で
、
珠
光
は
茶
の
湯
の
開
山
で
あ
り
、
紹
鶴
は
古
今
の
名
人
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
「
師
二
問
置
密
伝
ヲ
拙
子
注
之
条
々
」

に
も
、

　
　
遺
陳
・
宗
易
ハ
禅
法
ヲ
眼
ト
ス
仙
、

と
記
さ
れ
、
東
山
流
の
系
統
を
引
い
た
堺
の
茶
人
北
向
遣
陳
（
一
五
〇
四

－
六
二
）
も
ま
た
、
そ
の
弟
子
の
千
宗
易
も
ま
た
、
珠
光
流
茶
道
の
影
響

を
受
け
入
れ
て
、
禅
法
を
主
眼
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
な
お
、
「
珠
光
一
紙
目
録
」
に
は
、
能
阿
弥
の
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
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や
相
阿
弥
（
？
－
一
五
二
五
）
の
『
御
飾
之
記
』
と
は
違
っ
て
、
禅
僧
の

墨
跡
が
茶
の
湯
道
具
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
墨
跡
之

事
」
と
題
し
て
、
園
悟
、
虚
堂
、
円
照
、
犬
燈
、
犬
恵
、
密
庵
、
凝
絶
道

沖
、
南
堂
、
清
拙
、
茂
古
林
、
印
月
な
ど
の
墨
跡
を
列
記
し
て
、

　
　
恵
西
岩
・
園
悟
以
来
十
九
代
ノ
諸
祖
墨
跡
数
々
可
在
、
惣
シ
テ
墨
跡

　
　
ハ
第
一
祖
師
、
第
ニ
ハ
語
⑫
、

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
墨
跡
の
冒
頭
に
、

　
　
一
、
園
悟
ノ
墨
跡
　
一
幅
堺
伊
勢
屋
道
和

　
　
　
　
　
是
ハ
昔
珠
光
ノ
一
休
和
尚
ヨ
リ
得
玉
フ
墨
跡
ナ
リ
、
墨
跡
掛

　
　
　
　
　
物
也
値
、

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
珠
光
が
一
休
和
尚
か
ら
授
け
ら
れ
た
園
悟
禅

師
の
墨
跡
が
、
天
正
十
七
年
一
一
五
八
九
）
当
時
は
、
堺
の
伊
勢
屋
道
和

の
所
蔵
晶
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
伊
勢
屈
道
和
と
は
、
宗

二
の
一
子
道
七
の
養
父
に
当
た
る
人
物
と
い
わ
れ
て
い
る
。

二
　
歌
道
思
想
の
影
響

　
さ
て
、
『
山
上
宗
二
記
』
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
茶
道
の
理
念
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
儒
教
思
想
と
禅
的
理
念
以
外
に
、
歌
遣
思
想
の
影
響

が
色
濃
く
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
茶
の
湯
と
い
う
遊
芸
そ
の
も
の
が
、

世
俗
化
し
日
本
化
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、
当
然
た
ど
る
べ
き
経
路
で
あ
っ

た
。　
歌
道
の
理
念
は
、
鎌
倉
時
代
に
藤
原
定
家
に
よ
っ
て
一
応
成
立
し
・
そ

の
文
芸
と
し
て
の
法
式
も
、
歌
合
わ
せ
か
ら
連
歌
会
へ
と
発
展
し
、
連
歌

の
道
も
室
町
中
期
の
東
山
時
代
に
飯
尾
宗
砥
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
。
特

に
、
連
歌
会
の
興
行
は
、
室
町
時
代
を
通
じ
て
都
郡
に
流
仔
し
て
、
こ
の

会
を
牛
耳
る
連
歌
師
の
社
会
的
地
位
も
徐
々
に
向
上
し
つ
つ
あ
っ
た
。
鎌

倉
末
期
に
宋
よ
り
渡
来
し
、
南
北
朝
時
代
を
経
過
し
て
流
行
し
た
舶
載
新

興
遊
芸
で
あ
る
闘
茶
が
、
こ
の
古
来
伝
統
の
文
芸
で
あ
る
連
歌
の
影
響
を

受
け
て
次
第
に
変
貌
し
た
こ
と
は
、
当
然
の
成
り
行
き
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
仮
に
闘
茶
渡
来
以
前
に
、
日
本
に
歌
合
わ
せ
や
連
歌
会
の
よ
う
な
遊
芸

が
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
闘
茶
は
単
な
る
一
時
的
な
唐
来
珍

奇
の
遊
芸
と
し
て
、
程
な
く
廃
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、

日
本
化
し
て
茶
の
湯
と
呼
ば
れ
て
普
及
し
、
さ
ら
に
茶
道
と
称
す
る
芸
遣

と
し
て
大
成
さ
れ
た
の
も
、
古
く
か
ら
歌
遣
が
あ
り
、
歌
含
わ
せ
や
連
歌

会
が
普
及
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
室
町
の
初
期
に
、
猿
楽
が
能
と
し
て

犬
成
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
観
世
父
子
の
個
人
的
業
績
と
は
別
に
、

謡
曲
に
お
け
る
歌
道
の
影
響
力
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
歌
道
と
連
歌
を

抜
き
に
し
て
、
茶
道
や
能
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
『
山
上

宗
二
記
』
に
、
歌
道
的
理
念
が
茶
道
と
関
連
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
は
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
「
茶
湯
者
覚
悟
十
体
」
に
、

　
　
一
、
茶
湯
ハ
冬
春
ハ
雪
ヲ
心
二
書
夜
ス
ヘ
シ
、
夏
秋
ハ
初
夜
過
マ
テ

　
　
　
．
可
然
、
但
、
月
ノ
夜
ハ
独
ナ
リ
ト
モ
深
更
マ
テ
ω
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
茶
の
湯
に
お
い
て
、
季
節
を
重
視
す
る
の
は
、
歌
道
、

の
影
響
で
あ
る
。
和
歌
で
は
、
特
に
季
節
を
重
犬
に
扱
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
武
野
紹
鴎
に
よ
る
追
加
の
条
に
、

　
　
一
、
古
人
ノ
云
、
茶
湯
名
人
二
成
テ
後
ハ
、
道
具
一
種
サ
ヘ
ア
レ
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ハ
、
俺
数
寄
ス
ル
カ
専
一
也
、
心
敬
法
師
運
歌
ノ
語
日
、
連
歌

　
　
　
　
ハ
枯
カ
シ
ケ
テ
寒
カ
レ
ト
云
、
茶
湯
ノ
果
モ
其
如
ク
成
タ
キ

　
　
　
　
ト
、
紹
鵬
常
二
云
ト
、
辻
玄
哉
云
レ
シ
ト
也
、
但
、
茶
湯
風
体

　
　
　
　
年
々
珍
敷
ク
カ
ハ
ル
ヘ
シ
、
先
達
二
可
習
也
帖
、

と
あ
る
の
も
、
明
ら
か
に
連
歌
の
影
響
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
鴎
は
、
連
歌

師
心
敬
の
言
葉
を
引
用
し
、
連
歌
の
旬
の
極
地
が
、
枯
れ
か
じ
け
て
寒
き

姿
に
あ
る
と
同
様
に
、
茶
の
湯
の
極
地
も
か
く
あ
れ
と
い
っ
て
、
わ
び
茶

の
真
義
を
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
紹
鴎
が
連
歌
師
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
師
二
問
置
密
伝
ヲ
拙
子
注
々
条
々
」
に
、

　
　
一
、
紹
鴎
冊
年
マ
テ
連
歌
師
也
、
三
條
追
遥
院
殿
詠
晋
犬
概
之
序
ヲ

　
　
　
　
聞
、
茶
湯
ヲ
分
別
シ
、
名
人
ニ
ナ
ラ
レ
タ
リ
、
是
ヲ
密
伝
ニ
ス
、

　
　
　
　
印
可
ノ
弟
子
伝
ル
ラ
ル
・
也
㈹
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
三
十
才
ま
で
は
連
歌
師
で
あ
っ
た
が
、
当
代

随
一
の
古
典
文
学
者
と
い
わ
れ
た
追
遥
院
三
条
西
実
隆
か
ら
、
藤
原
定
家

の
『
詠
晋
大
概
之
序
』
の
講
説
を
聴
聞
し
て
、
茶
道
の
極
意
を
悟
り
、
茶

の
湯
の
名
人
に
な
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
又
十
体
」
の
条
に
、

　
　
茶
湯
ノ
シ
ヤ
ウ
習
ハ
古
ヲ
専
二
用
ヘ
シ
、
作
意
ハ
新
キ
ヲ
専
ト
ス
㈹
、

と
あ
る
。
紹
鴎
の
初
め
の
師
匠
は
、
下
京
の
藤
田
宗
理
、
次
の
師
匠
は
十

四
屋
宗
悟
と
同
宗
陳
で
あ
る
と
い
う
。
要
す
る
に
、
皆
珠
光
門
下
の
京
都

の
茶
匠
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
れ
ら
の
師
匠
か
ら
、
珠
光
流
茶
道
の
極
意
を

皆
伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
紹
鴎
は
、
茶
禅
一
味
の
師
説
か
ら
一
歩
抜
き
ん

出
て
、
茶
道
が
禅
宗
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
伝
統
を
持
つ
歌
遣
に
発
し
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
、
茶
事
に
季
節
感
を
重
ん
じ
て
、
茶
器
の
美
に
連
歌
の

句
の
し
お
ら
し
さ
を
求
め
ん
と
し
、
本
来
無
一
物
の
禅
語
を
わ
び
風
体
に

置
き
換
え
よ
う
と
し
た
。
こ
の
紹
鴎
の
作
意
は
、
茶
人
の
手
柄
と
し
て
偉

犬
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
、
珠
光
・
引
拙
に
次
ぐ
古
今
の

名
人
と
う
た
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
茶
の
湯
に
お
け
る
歌
道
思
想
の
影
響
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

茶
の
湯
の
名
人
珠
光
・
引
拙
・
紹
鴎
の
享
年
を
季
節
に
た
と
え
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　
　
　
　
紹
鶴
ハ
五
十
四
ニ
テ
遠
行
、
茶
湯
ハ
正
風
体
盛
リ
ニ
死
去
也
、

　
　
　
　
物
ニ
タ
ト
ヘ
ハ
、
吉
野
ノ
花
盛
ヲ
過
テ
、
夏
モ
過
、
秋
ノ
月
、

　
　
　
　
紅
葉
二
似
リ
、

　
　
　
　
引
拙
ハ
十
月
時
雨
ノ
此
ノ
木
葉
乱
ル
・
二
似
リ
、
七
十
ニ
テ
死

　
　
　
　
去
、
珠
光
ハ
八
十
ニ
テ
逝
去
ス
、
雪
ノ
山
力
、

　
　
　
　
右
三
人
、
行
ハ
種
々
替
ル
、
皆
面
白
シ
㈹
、

　
つ
ま
り
、
紹
鴎
が
五
十
四
才
で
亡
く
な
っ
た
の
を
秋
の
月
や
紅
葉
の
風

晴
に
た
と
え
、
引
拙
が
七
十
で
死
ん
だ
の
を
し
ぐ
れ
に
木
葉
散
る
秋
の
末

の
季
節
に
な
ぞ
ら
え
、
珠
光
が
八
十
才
の
高
齢
を
保
っ
て
果
て
た
の
を
雪

の
山
白
々
と
輝
く
冬
景
色
に
た
と
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
単
な

る
死
没
年
齢
を
意
味
し
た
の
で
は
な
く
て
、
茶
の
湯
の
風
体
を
春
夏
秋
冬

の
四
季
に
区
別
し
、
そ
れ
が
茶
人
の
一
生
の
中
の
年
齢
と
と
も
に
、
順
応

し
て
行
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
の
引

用
の
よ
う
に
、
「
紹
鴎
ハ
五
十
四
ニ
テ
遠
行
、
茶
湯
ハ
風
体
盛
リ
ニ
死
去

也
」
と
い
う
の
は
、
紹
鴎
が
季
節
に
た
と
え
れ
ば
秋
で
あ
る
五
十
四
才
で

死
ん
だ
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
季
節
の
秋
が
茶
の
湯
の
修
行
で
い
え
ば
正

風
体
の
盛
り
に
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
っ
盛
り
に
死
ん
だ
の
は
惜
し
い
と
い

う
気
持
ち
を
含
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
条
を
見
る
と
、
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一
、
宗
易
茶
湯
モ
早
冬
木
也
、
平
人
ハ
無
用
也
ω
、

と
あ
っ
て
、
茶
の
湯
の
風
体
の
変
遷
を
季
節
の
推
移
に
た
と
え
た
意
味
が

理
解
で
き
る
。
『
山
上
宗
二
記
』
が
書
か
れ
た
、
天
正
十
七
年
当
時
に
お

け
る
宗
易
、
す
な
わ
ち
千
利
休
の
年
齢
は
、

　
　
七
十
而
テ
宗
易
ノ
今
ノ
茶
湯
ノ
風
体
、
名
人
ノ
外
ハ
無
用
也
、
六
十

　
　
八
歳
二
相
当
ノ
儀
也
卿
、

と
あ
る
か
ら
、
六
十
八
才
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
お
よ
そ
七
十
才
で
あ
る
。

そ
の
七
十
才
に
達
せ
ん
と
す
る
、
利
休
晩
年
の
茶
の
湯
の
風
体
を
、
「
冬

木
」
と
称
し
、
季
節
の
冬
に
た
と
え
て
い
る
。
一
方
、
七
十
才
で
亡
く

な
っ
た
引
拙
の
こ
と
を
、
時
雨
に
木
葉
散
る
晩
秋
に
果
て
た
と
い
っ
て
お

き
な
が
ら
、
こ
こ
で
七
十
才
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
利
休
の
茶
の
湯

の
有
り
様
を
冬
木
に
た
と
え
た
の
は
、
少
し
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
も
。
思

わ
れ
る
。
だ
が
、
「
早
冬
木
也
」
と
あ
る
の
を
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
冬
木
の

風
体
だ
と
解
釈
す
れ
ば
、
辻
棲
が
合
う
。
こ
の
よ
う
に
、
珠
光
や
引
拙
や

紹
鴎
の
茶
の
湯
の
果
て
を
、
そ
れ
ぞ
れ
冬
や
秋
の
末
や
秋
の
盛
り
に
た
と

え
て
、
そ
の
茶
風
を
批
評
し
た
の
は
、
利
休
か
ら
の
伝
聞
と
受
け
取
れ
る
。

し
か
し
、
利
休
そ
の
人
の
茶
風
を
「
早
冬
木
也
」
と
批
判
し
た
の
は
、
著

者
の
山
上
宗
二
に
違
い
な
い
。
宗
二
は
さ
ら
に
、
こ
の
七
十
に
な
ら
ん
と

す
る
師
匠
の
茶
事
を
見
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
宗
易
ハ
名
人
ナ
レ
ハ
、
山
ヲ
谷
、
西
ヲ
東
ト
、
茶
湯
ノ
法
ヲ
破
リ
、

　
　
自
由
セ
ラ
レ
テ
モ
、
面
自
シ
、
。
平
人
ソ
レ
ヲ
其
儘
似
セ
タ
ラ
ハ
、
茶

　
　
湯
ニ
テ
ハ
在
ル
マ
シ
キ
ゾ
伽
、

　
こ
れ
は
、
七
十
に
近
く
茶
の
湯
の
名
人
に
達
せ
ん
と
し
て
い
る
利
休
の

風
体
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ま
だ
そ
の
境
地
に
至
ら
ぬ
人
々
に

対
し
て
、
た
だ
利
休
の
外
面
的
所
作
だ
け
を
ま
ね
な
い
よ
う
に
戒
め
た
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
。

三
　
わ
び
の
理
念

　
さ
ら
に
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
『
山
上
宗
二
記
』
に
至
っ
て
、

茶
道
の
根
本
理
念
が
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
根
本
理
念
と
は
、
「
わ

び
」
と
「
さ
び
」
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
わ
び
の
理
念
に
つ
い
て
は
、
「
珠
光
一
紙
目
録
」
の
紹
鶴
と
宗

二
の
意
見
を
付
け
加
え
た
と
称
し
て
、
茶
器
の
名
物
を
列
記
解
説
し
た
部

分
に
「
佗
花
入
」
と
題
し
て
、

　
　
一
、
手
燈
籠
　
唐
花
籠
、
本
紹
鴎
所
持
、
堺
　
今
弁
宗
薫

　
　
一
、
紹
鴎
備
前
筒
　
　
　
　
　
城
之
介
殿
ニ
テ
減

　
　
一
、
備
前
物
竹
子
　
宗
易
ホ
リ
出
シ
　
堺
　
石
橋
良
叱
二
在
リ
ゆ

と
い
う
。
ま
た
、
「
紹
鶴
・
道
陳
・
宗
易
之
密
伝
也
」
と
の
条
に
は
、

　
　
宗
易
ノ
云
ハ
レ
シ
ハ
、
弐
畳
敷
程
ノ
佗
茶
湯
ハ
給
仕
可
然
也
㈱
、

と
あ
っ
て
、
二
畳
の
小
座
敷
で
催
す
茶
事
の
こ
と
を
わ
び
茶
の
湯
と
称
し

て
い
る
。
こ
の
わ
び
茶
に
つ
い
て
は
、
な
お
、

　
　
一
、
古
人
ノ
云
、
茶
湯
名
人
二
成
テ
後
ハ
、
道
具
一
種
サ
ヘ
ア
レ
ハ
、

　
　
　
　
俺
数
寄
ス
ル
カ
専
一
也
、
心
敬
法
師
連
歌
ノ
語
日
、
連
歌
ハ
枯

　
　
　
　
カ
シ
ケ
テ
寒
カ
レ
ト
云
、
茶
湯
ノ
果
モ
其
如
ク
成
タ
キ
ト
紹
鶴
．

　
　
　
　
常
二
云
ト
、
辻
玄
哉
云
レ
シ
ト
也
、
但
、
茶
湯
風
体
年
々
珍
敷

　
　
　
　
ク
カ
ハ
ル
ヘ
シ
、
先
達
二
可
習
也
ω
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
わ
び
茶
と
い
う
の
は
、
若
輩
や
壮
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年
の
者
が
な
す
べ
き
風
体
で
は
な
い
。
茶
の
湯
の
風
体
は
、
茶
人
の
年
齢

に
伴
っ
て
追
々
と
変
化
し
て
行
く
の
が
白
然
で
、
季
節
に
例
え
れ
ば
、
春

か
ら
夏
、
夏
か
ら
秋
、
秋
か
ら
冬
と
い
う
よ
う
に
移
り
変
わ
る
の
が
本
来

の
姿
で
あ
る
か
ら
、
若
い
時
か
ら
数
々
の
修
行
を
経
て
、
老
年
に
至
り
名

人
の
境
地
に
達
す
れ
ば
、
わ
び
数
寄
を
専
一
と
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
。

そ
の
際
に
は
、
小
座
敷
で
目
に
立
つ
道
具
一
種
さ
え
あ
れ
ば
事
足
り
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
名
人
が
行
う
わ
び
数
寄
の
風
体
を
、
武
野
紹
鴎
は
、
連

歌
の
枯
れ
か
じ
け
て
寒
い
旬
の
姿
に
た
と
え
た
の
で
あ
っ
た
。
先
に
、
「
宗

易
茶
湯
モ
早
冬
木
也
、
平
人
ハ
無
用
也
」
と
あ
っ
た
の
も
、
利
休
晩
年
の

茶
事
が
、
名
人
と
し
て
の
わ
び
の
風
体
に
達
し
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

「
枯
カ
シ
ケ
テ
寒
カ
レ
」
を
、
「
冬
木
也
」
と
言
い
換
え
た
の
で
あ
る
。

『
山
上
宗
二
記
』
の
巻
末
の
近
く
で
、
茶
室
の
説
明
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、
さ
ら
に
、
わ
び
数
寄
と
茶
の
湯
座
敷
と
の
関
係
が
説
か
れ
て
、

　
　
珠
光
ハ
四
畳
半
、
引
拙
ハ
六
畳
敷
也
、
三
畳
敷
ハ
紹
鴎
ノ
代
マ
テ
遣

　
　
具
無
佗
数
奇
専
一
ニ
ス
、
一
種
ニ
テ
モ
唐
物
所
持
ノ
人
ハ
四
畳
半
二

　
　
作
ル
、
宗
易
異
見
ア
ツ
テ
、
二
十
五
年
以
来
、
紹
鴎
ノ
時
二
同
シ
、

　
　
関
自
様
御
代
二
当
テ
十
ケ
年
ノ
内
、
上
下
ト
モ
三
畳
敷
、
二
畳
半
敷

　
　
ヲ
用
㈲
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
紹
鴎
の
時
代
に
は
、
三
畳
敷
と
い
う
も

の
は
、
目
立
つ
道
具
と
て
な
い
、
わ
び
数
寄
専
用
の
座
敷
で
あ
っ
て
も
、

た
と
い
一
種
で
も
唐
物
道
具
を
持
っ
て
い
る
茶
人
は
、
そ
の
茶
室
を
四
畳

半
に
作
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
利
休
の
意
見
に
よ
っ
て
、
初
め
二
十
五
年
は

紹
鴎
の
時
と
同
じ
だ
う
た
の
が
、
関
自
秀
吉
の
時
代
の
十
力
年
ば
か
り
の

間
に
、
身
分
の
上
下
を
問
わ
ず
、
共
に
三
畳
敷
・
二
畳
半
の
座
敷
で
、
唐

物
を
使
っ
て
茶
事
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
紹
鴎
の
弟
子
山
本
助
五
郎
の
二
畳
半
茶
室
と
い
う
の
が
図
解

さ
れ
、

　
　
此
二
畳
半
ハ
、
紹
鶴
ノ
時
、
天
下
二
一
ツ
、
山
本
助
五
郎
ト
云
シ
人
、

　
　
紹
鴎
ノ
弟
子
也
、
其
人
ノ
タ
メ
ニ
好
テ
茶
湯
ヲ
サ
セ
ラ
レ
シ
ニ
、
佗

　
　
敷
数
奇
也
、
開
山
ト
云
蓋
置
ノ
五
徳
ヲ
一
種
ニ
タ
ノ
シ
ム
㈱
、

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
開
山
の
蓋
置
は
珠
光
名
物
で
あ
る
が
、
東
山
御
物

と
は
異
な
る
珠
光
好
み
の
わ
び
道
具
で
あ
る
。
こ
の
わ
び
道
具
一
種
を
楽

し
み
と
し
て
、
二
畳
半
の
座
敷
で
山
本
助
五
郎
が
催
し
た
茶
事
を
、
わ
び

数
寄
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
関
自
秀
吉
が
作
ら
せ
た
、

二
畳
敷
の
茶
室
を
も
図
解
し
て
、

　
　
二
畳
敷
ノ
座
、
是
ハ
貴
人
歎
、
又
一
物
モ
佗
数
奇
欺
、
此
外
ハ
無
用
閉
、

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
三
畳
敷
や
二
畳
半
敷
ま
で
は
わ
び
数

寄
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
狭
い
二
畳
敷
と
な
る
と
、
関
自
秀
吉
の

よ
う
な
貴
人
か
、
ま
た
は
一
物
を
も
所
有
せ
ぬ
わ
び
数
寄
か
、
何
れ
か
の

茶
室
で
あ
り
、
そ
の
他
の
茶
人
に
は
無
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
わ

び
数
寄
と
貴
人
と
を
同
一
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
宗
二
の
茶
道
理
念
の

特
異
性
が
窺
わ
れ
る
。
次
に
、

宗
易
ハ
京
ニ
テ
一
畳
半
ヲ
始
テ
作
ラ
レ
タ
リ
、
当
時
ハ
珍
敷
ケ
レ
ト

モ
、
是
平
人
ハ
無
用
也
、
宗
易
ハ
名
人
ナ
レ
ハ
、
山
ヲ
谷
、
西
ヲ
東

ト
、
茶
湯
ノ
法
ヲ
破
リ
、
自
由
セ
ラ
レ
テ
モ
、
面
自
シ
、
平
人
ソ
レ

ヲ
其
儘
似
セ
タ
ラ
ハ
、
茶
湯
ニ
テ
在
ル
マ
シ
キ
ゾ
、
宗
易
二
骨
ヲ
砕
、

身
ヲ
砕
、
又
金
銀
ヲ
山
ト
積
歎
、
別
二
気
二
入
タ
ラ
ハ
、
其
上
ニ
テ
、

主
ノ
道
具
ノ
様
子
共
身
二
似
セ
様
二
茶
湯
ヲ
相
伝
可
在
、
如
滋
ナ
ラ
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ハ
上
手
二
可
成
事
眼
前
也
㈱
、

と
あ
る
の
が
、
さ
ら
に
こ
の
理
を
裏
書
き
し
て
い
る
。
利
休
が
、
京
都
に

初
め
て
造
っ
た
一
畳
半
の
茶
室
は
、
珍
し
い
け
れ
ど
も
、
名
人
の
作
意
で

あ
っ
て
平
人
の
ま
ね
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
平
人
が
茶
の
湯
上
手
に
な

る
に
は
、
あ
る
い
は
骨
身
を
砕
き
、
あ
る
い
は
金
銀
を
山
と
積
ん
で
、
利

休
の
使
用
す
る
遣
具
の
様
子
を
拝
見
し
、
我
が
分
際
に
似
合
う
よ
う
な
茶

の
湯
の
所
作
を
受
け
伝
え
る
に
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
富
者
も
そ
の

富
を
投
げ
て
、
名
人
の
境
域
、
つ
ま
り
わ
び
の
極
地
を
求
め
ね
ば
な
ら
な

い
。
仮
の
富
を
捨
て
て
こ
そ
、
真
の
富
貴
に
到
達
し
得
る
。
わ
び
の
世
界

こ
そ
富
者
の
楽
園
で
あ
る
、
と
い
う
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
わ

び
こ
そ
茶
道
最
高
の
理
念
で
あ
る
と
い
え
る
。
禅
で
は
本
来
無
一
物
の
境

地
、
歌
道
の
季
節
感
で
は
秋
の
末
か
ら
冬
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
間
の
力

の
限
度
を
、
極
端
に
自
覚
し
た
心
境
で
あ
り
、
つ
つ
ま
し
く
も
お
ご
ら
ぬ

し
お
ら
し
き
心
の
世
界
で
あ
る
。

四
　
さ
び
の
理
念
1
お
わ
り
に
か
え
て

　
最
後
に
、
さ
び
の
理
念
を
考
察
し
た
い
。
『
山
上
宗
二
記
』
で
は
、
こ

れ
を
「
閑
味
」
と
表
現
し
て
い
る
。
「
珠
光
一
紙
目
録
」
に
お
け
る
名
物

茶
器
の
説
明
の
条
に
は
、
「
松
花
の
壷
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
御
茶
閑
味
ヲ
名
人
衆
モ
驚
也
ト
云
卿
、

と
あ
り
、
「
澤
姫
の
壷
」
に
つ
い
て
も
、

　
　
土
ク
ス
リ
御
茶
閑
昧
不
及
云
能
也
籟
皿
、

と
あ
り
、
「
兵
庫
の
壷
」
に
つ
い
て
も
、

　
　
御
茶
感
味
四
十
石
ト
同
シ
側
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
感
味
は
閑
味
の
当
て
字
で
あ
り
、
「
暇
寂
味
」
の
略

語
で
あ
る
。
閑
味
す
な
わ
ち
、
さ
び
で
あ
る
。
茶
道
の
理
念
で
は
わ
び
を

極
地
と
し
て
、
本
体
と
し
た
関
係
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
形
に
お
い
て
人
間
の

力
を
極
度
に
表
現
し
た
よ
う
な
、
き
ら
び
や
か
な
趣
向
や
珍
奇
な
器
物
も
、

自
然
と
わ
び
し
げ
な
影
を
帯
び
て
く
る
。
こ
れ
が
さ
び
で
あ
る
。

　
こ
の
さ
び
の
境
地
を
、
最
も
端
的
に
説
明
し
た
も
の
と
し
て
は
、
有
名

な
珠
光
の
言
葉
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
『
山
上
宗
二
記
』
の
巻
末
の

「
師
二
問
置
密
伝
ヲ
拙
子
注
之
条
々
」
だ
け
に
出
て
く
る
。

　
　
珠
光
ノ
云
レ
シ
ハ
、
藁
犀
二
名
馬
繋
タ
ル
カ
ヨ
シ
ト
也
、
然
則
、
麓

　
　
相
ナ
ル
座
敷
二
名
物
置
タ
ル
カ
好
シ
、
風
体
猶
以
テ
面
自
也
倣
、

　
み
す
ぼ
ら
し
げ
な
藁
屋
に
名
馬
が
つ
な
い
で
あ
る
の
が
、
趣
深
い
と
珠

光
が
い
わ
れ
た
。
そ
れ
と
同
様
に
、
三
畳
や
二
畳
半
の
わ
び
し
。
い
小
座
敷

に
名
物
道
具
が
置
い
て
あ
る
の
は
、
な
お
面
自
い
と
い
う
。
こ
れ
は
、
珠

光
の
言
葉
を
さ
ら
に
利
休
が
敷
術
し
た
も
の
で
あ
る
。
珠
光
が
藁
屋
と
名

馬
を
取
り
上
げ
て
、
暗
示
的
に
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
利
休
は
わ
び
座
敷

と
名
物
遣
具
を
持
ち
出
し
て
、
こ
れ
を
的
確
に
説
明
し
て
い
る
。
珍
重
こ

の
上
な
い
名
物
茶
器
を
、
書
院
飾
り
の
整
っ
た
立
派
な
広
間
に
飾
り
立
て

た
の
で
は
、
お
茶
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
わ
び
し
い
草
庵
の
小
座
敷
に
お

い
て
こ
。
そ
、
初
め
て
お
茶
に
な
る
。
道
具
の
取
り
合
わ
せ
と
い
う
の
も
、

こ
の
さ
び
の
境
地
、
す
な
わ
ち
茶
味
を
形
や
色
彩
の
上
で
構
成
す
る
こ
と

で
、
い
わ
ば
対
照
美
の
こ
と
で
あ
る
。

　
人
工
の
粋
を
極
度
に
発
揮
し
た
と
思
わ
れ
る
き
ら
び
や
か
な
美
し
い
器

物
も
、
わ
び
し
い
茶
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、
ど
こ
か
さ
び
し
い
影
を
持
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つ
。
そ
れ
は
、
人
間
の
力
の
限
度
を
認
識
し
た
姿
で
あ
る
。

び
の
風
体
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

）1（）2（（17）（16）（15）（14）（13） （12）（11）（1O）（9）（8） （7）（6）（5）（4）（3）

こ
れ
が
、
さ

　
　
註
『
茶
道
古
典
全
集
　
第
三
巻
』
一
淡
交
社
、
昭
和
三
一
年
一
、
三
六
五

頁
。
『
茶
道
古
典
全
集
　
第
六
巻
』
（
淡
交
祉
、
昭
和
＝
二
年
）
、
九
五
頁
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
千
利
休
の
修
行
論
」
、
『
倫
理
学
』
第
9

号
（
筑
波
犬
学
倫
理
学
研
究
会
、
平
成
三
年
一
、
四
七
－
五
六
頁
。

『
茶
道
古
典
全
集
　
第
六
巻
』
、
五
二
頁
。

同
、
九
〇
頁
。

同
、
九
一
頁
。

同
、
九
四
頁
。

同
、
九
八
頁
。

同
、
五
二
頁
。

同
、
五
三
頁
。

同
、
九
五
頁
。

同
、
九
八
頁
。

同
、
七
四
頁
。

同
、
七
二
頁
。

同
、
九
一
頁
。

同
、
九
七
頁
。

同
、
九
八
頁
。

同
、
九
四
頁
。

G川31）G①（29（28） （2川2⑤（2㊦（24）㈱ （22）（21〕（2Φ（19）（18〕

同
、
九
九
頁
。

同
、
一
〇
〇
頁
。

同
、
九
五
頁
。

同
、
一
〇
二
－
一
〇
三
頁
。

同
、
八
九
頁
。

同
、
九
五
頁
。

同
、
九
七
頁

同
、
一
〇
0
1
一
〇
一
頁
。

同
、
一
〇
一
頁
。

同
前
。

同
、
一
〇
二
－
一
〇
三
頁
。

同
、
五
六
頁
。

同
、
五
七
頁
。

同
前
。

同
、
一
〇
一
頁
。

　
　
　
　
（
か
さ
い
・
あ
き
ら

福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
）
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